【2025年版】放課後等デイ・児童発達支援BCP診断チェックリスト（監修：RESUS社会保険労務士事務所）
以下のチェック項目は、厚労省の指定するBCP（業務継続計画）の整備状況を確認するための診断ツールです。✅ 該当する項目にチェックを入れてご利用ください。

1. BCPの基本方針・体制整備
☐ 感染症・自然災害に対応した業務継続方針を定めている
☐ 園内でのBCP責任者・連絡体制を明確にしている
☐ 保護者・関係者への情報伝達手段（メール／掲示等）を定めている
☐ 職員に対しBCPの内容を説明・周知している

2. 感染症対応計画（例：新型コロナ等）
☐ 園児・職員に感染者が出た場合の対応手順を明記している
☐ 臨時休園の判断基準と手続きを定めている
☐ 保護者への連絡・協力体制を記載している
☐ 代替保育や職員シフト調整など業務継続策を検討済み
☐ 衛生用品・マスク・消毒液の備蓄状況を把握している

3. 自然災害対応計画（地震・風水害・停電等）
☐ 地震・風水害発生時の園内外避難ルートを明示している
☐ 園児・職員の安否確認手段を明記している
☐ 非常食・水・防災用品などの備蓄を管理している
☐ 地域の防災機関（市区町村・消防等）との連携先を明記している
☐ 園舎の安全点検体制（設備・建物）を明示している

4. 訓練・点検・振り返り
☐ 感染症対応訓練を年1回以上実施している
☐ 避難訓練（地震・火災等）を定期的に実施している
☐ 訓練後の記録を残し、改善点を検討している
☐ BCP全体の見直し・更新を年1回以上実施している

5. その他整備状況
☐ BCP文書は印刷して園内保管している
☐ 園のホームページやしおり等で保護者へ概要を周知している
☐ 職員全員がBCPの内容と役割を理解している
☐ 指定管理者・法人本部との連携体制を確認済み

6. 点数化による目安（参考）※チェック数
	20〜25項目
	整備は概ね良好。実地指導にも対応できる水準。

	15〜19項目
	基本は整備済だが、実効性の確認が必要。

	10〜14項目
	書類はあるが、形骸化や記録不足の可能性あり。

	9個以下
	BCP未整備の可能性大



